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第3号大村市監査公表

地方自治法第199条第4項
の規定による随時監査を執

行したのでその結果を次の

とお り公表するO

安彦

昭和39年12月22日

田林大村市監査委員

も
【
監
査
の
結
果
】

O 

(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
》

O 

言王三F
"二A、E二I

随時監査

三島

(1)監査の種類

(2)監査の対象及び期日

水 道 部(1月11日〉

市立病院(1月21日)

事 業 課(1月23日)

同

圃
ま
え
が
き

本
監
査
は
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
事
業

ご

部

適
用
を
含
む
)
で
あ
る
水
道
事
業

(
昭
和
三
十
六
年

度
よ
り
適
用
)
市
立
病
院
事
業
及
び
競
艇
事
業

(
昭

和
三
十
九
年
度
よ
り
適
用
〉
の
会
計
事
務
に
つ
い

て

執
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
沿
岩
む
ね
良

好
な
事
務
処
理
が
認
め
ら
れ
た
が
、
結
部
に
つ
い
て

は
検
討
を
要
す
る
点
も
あ
り
今
後
の
善
処
を
馬
待
す

る
も
の
で
あ
る
。

-
水
道
部

本
部
は
部
長

(
管
理
者
)

以
下
四
十
九
名
の
職
員
が
配

置
さ
れ
、
業
務
、
経
理
及
び

工
務
の
三
課
に
分
れ
そ
れ
ぞ

れ
業
務
を
分
担
執
行
し
て
い

る
。
出
納
事
務
に
つ
い

て
は

告
忌
む
ね
良
好
な
処
理
が
認

め
ら
れ
た
が
、

水
道
料
金
の

収
納
事
務
に
つ
い
て
、
現
金

取
扱
員
に
よ
っ
て
収
納
さ
れ

た
料
金
は
、
企
業
出
納
員
に

引
き
継
が
れ
、
企
業
出
納
員

は
当
該
収
納
金
の
う
ち
、
小

口
現
金
払
の
必
要
資
金
等
を

残
し
水
道
事
業
管
理
者
名
儀

の
預
金
口
座
に
預
け
入
れ
て

い
る
が
、
企
業
出
納
員
が
現

(昭和39年 7月17日混在)

区分 科 E 金 ~~ 長兄 明

事業収益 5，854，620同 水道料、使用料、工事代金その他

llx 前年度 未以金 2，525，088 7](;差料、イ迎用料、その他

給水 前受金 53，250 

工事前受金 1，667，400 受託工事前受金

i'長 n ζょムちニー 719，‘387 諸f員十)金
他会計 1苦入金 2.500.000 一般会計よりf昔入
一時借入 F金 2，000.000 市内金融機関より借入

入 寄 F討 金 92.500 工事地元寄附:金

五十 15，412.245 

事業蔵費用 9，534，889 :人件費、物件費その他

貯 ti 390，183 

支 | 固定資産購入費 175.500 

建設 432E良資 712.050 

給水前 三金ノ丘入 還f、j 17，036 

工事前受還付 24.200 
預り金払出 725.140 
過年度未払金 489.819 
一時借入金返済 2.500.000 市内金融機関

出 f葺入金、利息 123.840 一時借入金利息

イ反 tl¥ λ一、こ〉、 25，380 

p1 14.718，037 

~ 収 支 差 引 694.208 
前年度より繰越 956.641 

Cil 己三t 1.650.849 

資金収 支状況0;1]表 1) 金
取
扱
員
よ
り
当
該
収
納
金

の
引
き
継
ぎ
を
受
け
た
場
合

は、

払
込
書
に
よ

b
出
納
取

扱
金
融
機
関
に
払
込
み
の
処

置
を
と

る
の
が
適
当
と
思
料

さ
れ
る
。
な
治
昭
和
三
十
八

年
六
月
地
方
公
営
企
業
法
が

改
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
が、

こ
れ
に
伴
う
水
道
事
業
会
計

規
程
の
規
程
が
未
整
備
で
あ

る
こ
と
も
、
会
計
取
扱
い
に

適
正
を
欠
く
原
因
の
一

つ
に

在
っ
て

い
る

の
で
善
処
せ
ら

れ
た
い
。

↑

監
査
日
現
在
に
烏
け
る
費

一

金
収
支
状
況
は
、
別
表

ωの

と
語
り
で
あ
る
。
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-
市
立
病
院

本
病
院
は
内
科
、
外
科
、

小
児
科
等
九
診
療
科
目
、
ペ

ッ
ト
数
二
百
九
十

一
床
を
有

す
る
総
合
病
院
で
院
長
(.代

理
〉
以
下
百
四
十
名
の
職
員

が
配
置
さ
れ
業
務
運
営
に
当

っ
て
い
る
。
財
務
事
務
に
つ

い
て
は
、

本
年
度
よ

b
地
方

公
営
企
業
法
の
財
務
規
定
等

の

一
部
適
用
を
う
け
経
理
方

式
が
い
わ
ゆ
る
官
庁
会
計
方

式
よ
り
企
業
会
計
方
式
に
変

っ
た
結
果
、
新
方
式
に
対
す

る
不
慣
れ
に
よ
る
も
の
と
思

料
さ
れ
る
処
理
が
見
受
け
ら

れ
る
が
、
漸
次
円
滑
左
事
務

処
理
が
な
さ
れ
る
よ
う
指
導

の
徹
底
が
望
ま
れ
る
。

な
治
次
の
諸
点
に
検
討
善

処
の
要
が
認
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

ω
一
時
借
入
金
七
千
万
内
に

つ
い
て
は
資
金
(
収
支
状

況
表

ω参
照
)
前
年
度
よ

り
の
赤
字
繰
越
額
六
千
七

百
七
十
二
万
五
千
七
百
五

十
三
円
を
補
て
ん
す
る
た

め
に
借
り
入
れ
ら
れ
た
も

の
で
流
動
負
債
と
し
て
経

理
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

赤
字
額
は
建
設
改
良
費
約

四
千
六
百
万
円
前
年
度
未

収
金
約
二
千
四
百
万
円
で

ほ
と
ん
ど
病
院
経
営
上
の

損
失
と
は
認
め
ら
れ
な
い

が
、
病
棟
改
築
及
び
増
築

等
の
建
設
改
良
の
た
め
の

事
業
資
金
の
不
足
額
の
累

積
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

実
質
的
に
は
返
済
計
画
の

左
い
短
期
の
借
入
金
に
よ

っ
て
建
設
改
良
事
業
資
金

が
調
達
さ
れ
て

い
る
結
果

と
な
っ
て
語
り
、
こ
の
ま

ま
放
置
す
る
こ
と
は
適
当

で
な
く
市
当
局
と
し

て
は

返
済
計
画
を
伴

っ
た
長
期

の
借
入
資
金
等

(
例
え
ば

企
業
債
、
他
会
計
よ
り
の

長
期
貸
付
金
、
補
助
金
等
)

に
よ
る
補
て
ん
措
置
を
積

極
的
に
推
進
せ
ら
れ
た
い

ω資
金
予
算
表
に
つ
い

て
支

出
科
目
に
貯
蔵
品
購
入
費

の
科
目
を
も
う
け
や

J

処
理

さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
貯

蔵
品
の
購
入
及
び
代
金
支

払
計
画
、
ひ
い
て
は
資
金

予
算
の
計
画
を
た
て
る
こ

と
に
困
難
を
生
じ
る
結
果

と
な
っ
て

い
る
の

で
、
当

該
科
目
を
も
う
け
て
処
理

(昭和39年 7月21白現在)
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一 円(
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(別表2)資金収支状況
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(! 円:事 業 o 益 293.518.066 舟券売上JR益、入場料

lH i固定資産売却代合 、 31，∞o i 端数計軍収益等

I f前年度末以金 .! 

1Y三J …!電話料金導~r293 .560，007 

i事業費用 261.138.869!実施費、総f'*'費
支|建設出兵 費ー 65.400 I 

!日干 産 品l 2，675，6841

if白会計繰出金! 5.000，000! 一般会計への繰出金

"品竺度未ど、金 7，111，472

金 961.476

j 276.952.901 

す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。

な
治
監
査
日
現
在
に
沿
け

る
資
金
収
支
状
況
は
別
表

ωの
と
語
り
で
あ
る
。

ω物
品
の
購
入
に

つ
い
て
、

院
長
専
決
に
よ
り
購
入
で

き
る
物
品
の
購
入
手
続
き

に
つ

い
て
は
、
係
員
が

口

頭
に
よ
り
注
文
し
当
該
物

品
検
収
後
購
入
法
裁
を
受

け
、
い

わ
ゆ
る
事
後
決
裁

が
常
例
と
な

っ
て
い
る
の

で
今
後
は
事
前
に
所
定
の

決
裁
を
受
け
て
処
理
す
る

こ
と
を
原
則
と
さ
れ
た
い

ま
た
検
収
簿
の
整
理
に
つ

3，668.552 

J M9，793 

詩I 79，497.164 I 

ど"67.i25. 753 ! 

11.771.411 

;， Uci稲39年 7月23臼現在)

世
主
京

興

対

告

同

会

1

4
主

¥
〈
白
人
司
一
辺

j
時
明

書

リ
ロ
産
戸

エ
正
盗
貝

j
l

山
一
己
-
一
疋
晶
t
te

遣

因

企

り
ι
E
R
 

4T
 

ー」

又

中
山

ul 

~ i 残

(日Ij表3)資金収支状況

当日山
送
記

い
て
、
検
収
日
付
を
記
入

し
て
な

い
も

の
が
多
く
見

受
け
ら
れ
た
の
で
、
今
後

留
意
さ
れ
た
い
。

園
事
業
課

本
課
は
課
長
以
下
三
十
四

名
の
職
員
が
配
置
さ
れ
、
競

艇
事
業
の
管
理
運
営
に
当

っ

て
告
り
勝
舟
投
票
券
の
売
上

け
も
年
々
上
昇
し
純
利
益
も

増
大
し
て

沿
り
、
本
事
業
開

始
以
来
昭
和
三
十
八
年
度
ま

で
に

二
億
三
千
三
百
余
万
円

が
他
会
計
へ
繰
出
さ
れ
種
種

の
事
業
に
投
入
さ
れ
て
い
る

本
事
業
に
つ
い
て
は
、

昭
和

明j元~ : a 金区分:n

三
十
八
年
度
ま
で
議
会
の
指

定
事
業
で
あ

っ
た
た
め
に
経

理
事
務
に

つ
い
て
は
、
官
庁

会
計
方
式
の
ほ
か
に
企
業
会

計
方
式
に
よ
る
経
理
が
併
わ

せ

τな
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
が
、
本
年
四
月
よ
り
地

方
公
営
企
業
法
の
財
務
規
定

等
を
適
用
し
、
も
つ
ば
ら
企

業
会
計
方
式
に
よ
る
こ
と
と

怠
っ
た
も
の
で
あ

b
治
治
む

ね
順
調
な
事
務
処
理
状
況
が

認
め
ら
れ
た
。

な
語
、
監
査
日
現
在
に
お

け
る
資
金
収
支
蚊
況
は
別
表

ωの
と
語
り
で
あ
る
。

fつ

士会

広 !

出lfii

幅差収支差 号1j五額 16.607.106 

[前年度よ りの繰越額 14.746.364

引 ! 計 !3i.353.470 ! 


